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82社会・労働関係文献月録 

所　報　2014年２月 

　特集によせて 

　一国史を超えて 

　　――関東大震災における朝鮮人虐殺研究の50年 

　関東大震災をめぐる教育現場の歴史修正主義 

　横浜における関東大震災時朝鮮人虐殺 
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Special Issue：The 90th Anniversary of the Great Kanto 
　Earthquake：the Current State of Research on the 
　Massacre of Koreans in its Aftermath (1)
　About This Issue
　Beyond the History of One Country：the Fifty Yearsﾕ Research 
　　on the Massacre of Koreans in the Aftermath of the Earthquake

　Historical Revisionism on The Great Kanto Earthquake in the 
　　Classroom
　The Massacre of Koreans in the Aftermath of the Earthquake 
　　in Yokohama

Note
　About Setsunari Miyazawa, the Editor of the Labor Journal
　　Hito to Hito

Introduction of Material
　Historical Materials on the Human Rights Dispute at 
　　Ohmikenshi Factories

Book Reviews
　KONDO Junzo, The Contemporary History of Migration in 
　　Germany
　Niklas Luhmann/Kai-Uwe Hellmann,
　　Protest: Systemtheorie und soziale Bewegungen
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■資料紹介 

　エル・ライブラリー所蔵の近江絹糸人権争議資料 

【特集】関東大震災90年 

　　　　――朝鮮人虐殺をめぐる研究・運動の歴史と現在 (1)

大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌 

90

森　廣正 

 

兼子　諭 

75 

 

78

■書評と紹介 

　近藤潤三著『ドイツ移民問題の現代史』 

　ニクラス・ルーマン著／カイ－ウーヴェ・ヘルマン編／徳安彰訳 

　 『プロテスト―システム理論と社会運動』 

(1)

梅田俊英 57

■研究ノート 

　労働雑誌『人と人』編輯発行人・宮澤説成について 
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　　　 労働科学の原点 
巻頭言＜俯瞰＞社会全体に貢献する労働科学の原点と 
未来　岸　玲子　◆暉峻義等と労働科学――豊かな礎 
の継承と発展　酒井一博　◆労働科学の原点とこれか 
ら　和久井康明　◆労研饅頭の社会史　浜田紀男　◆ 
労研デジタルアーカイブが目指すもの――「文化遺産」 
からサイエンスプラットフォームへ　毛利一平 
 
◆労研アーカイブを読む・１　労研の色彩調節研究が 
　現代に遺したもの（1）――大島正光博士と労研の色 
　彩調節研究……………………………………落合信寿 
◆安全な農作業・豊かな農業・10（最終回）  農業の 
　特殊性と農作業事故…………………………大浦栄次 
◆時評：労働科学　水銀条約の意義と早期批准に向け 
　た日本の課題…………………………………中地重晴 
◆保護具の活用で安全衛生の充実を・３　労災防止と 
　快適職場づくりの促進策の検討……………小野宏逸 
◆にっぽん仕事唄考・８　炭鉱から生まれた仕事唄 
　（その８）……………………………………前田和男 
◆自著を語る　『白鵬のメンタル――人生が10倍大き 
　くなる「流れの」構造』内藤堅志 
◆研究室とつないで・35　東北大学大学院医工学研究 
　科　リハビリテーション医工学分野………小山秀紀 
◆口絵　CSRがつなぐ地域社会と中小企業・５ 
　…………………………………日本自動機工株式会社 
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特集  「雇用保障について改めて考えるために」 
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雇用保障とその課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
雇用流動化で考慮されるべき論点―解雇がもたらす影響について　　 　　　　 
 
雇用終了の際の手続き―「従業員の採用と退職に関する実態調査」から　　　　　 
 
「雇用終了」への労使の対応―B労働組合の事例から　　　　　　　　　　　　　　 
離職者に対する再就職支援システムの現状と課題　　　　　　　　　　　　   
 
 
ハルツ改革後のドイツの雇用政策 
労働法制から見た雇用保障政策―活力ある労働力移動の在り方 　　　　 
 
藤内和公著『ドイツの雇用調整』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
大竹文雄・川口大司・鶴光太郎編著『最低賃金改革―日本の働き方をいかに変えるか』　　　　　　　　　　　　 
キャロル・グラハム著，多田洋介訳『幸福の経済学―人々を豊かにするものは何か』　　　　　　　　　　　　　 
仁科伸子著『包括的コミュニティ開発―現代アメリカにおけるコミュニティ・アプローチ』　　　　　　　　　　　 
 
濱口桂一郎著『若者と労働―「入社」の仕組みから解きほぐす』　　　　　　　 
 
「見えない差別と職業選択」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
人種間格差と男女間格差 




